
特色ある学校づくりに係る資料（令和元年度）

学番 ５４ 学校名 県立国際情報高等学校 校長氏名 佐藤 一彦

Ⅰ 校長として目指している学校像

【教育目標】

進取の精神と豊かな人間性を身につけ、国際化・情報化社会で活躍
できる心身ともに健康な人間を育成する。
｢Kokusai Joho High School has set its goal as follows:
1. to cultivate integrity and warm-hearted personality.
2. to cultivate proactive young adults with a global mind set.
3. to develop young adults who are healthy in both mind and body.｣

【今年度の重点目標】

日本一面倒見のよい学校にする。分かって、できるまで教える。最後は自立
させる。→大学等進学率90％以上を目指す。(平成31年３月卒業生は89.9％)

(1) 学力をを伸ばし個性を生かすために、自ら進んで努力する生徒を育てる

(2) グローバルな視点から考察・提案できる生徒を育てる

(3) 困難にくじけないたくましい心と体を持った、健康な生徒を育てる

進取の精神を育てる 豊かな人間性を育てる

保護者・地域の理解と協力

Ⅱ 学校の目標を実現するために必要な教師像

○ 教師としての自覚や矜持を持ち、生徒一人一人の未来を考える教師
○ 人としての生き方や理念を語ることができる人間的に深みのある教師
○ 分かりやすい授業で、生徒に夢と感動を与えることができる教師

Ⅲ オンリーワンスクールの取り組み

○ 「海外大学進学コース」― Your Eyes on the World ―

・ 英語力の向上と設定した課題の解決を目指し、他者と
協働できる能力を育成します。
・ TOEFL iBTのスコアアップ等を図り、英語教員､ALT及び
専門家等による丁寧な出願指導を行います。
・ 平成31年３月卒業生は、北米、豪州及び欧州の計17以
上の国州立大学に合格しています。

Ⅳ 県内唯一のスーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）指定校

○ 平成21年度にユネスコスクールに加盟し、平成27年度
には文部科学省からＳＧＨの指定を受け、全校で探究活
動に取り組んでいます。
○ ふるさとへの愛着と誇りを胸に、地域の課題をグロー
バルな視点で考え、それを世界の課題と結びつけ発信す
ることができる、将来のグローバルリーダーになること
を目指します。
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